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16	

Context	
バリウムの減少傾向,	年齢が進むにつれて クラスターのBa/Fe	比が下がる	
若い段階においてBa/Fe比が異常に高い	
s-process	を通じてBaと一緒に形成された他の元素もこの傾向に従うか？	
	
やったこと	
前種系列クラスターであるIC	2391,		
Argus	ass.,	IC2602において	
Y,	Zr,	La,	Ceの観測を行い、	
Baのような傾向があるかどうか確かめた	
望遠鏡:	VLT	
	
結果	
Baのみがアバンダンスが高い	
他は太陽系の値と同じようなもの	
↓	
なぜこうなるかの結論はまだ出ていない	

これ	



16	

なぜこのような結果になるかを考える際に議論したこと	
chromospheric	effects,	departures	from	the	LTE	approxima1on		
i-process	(一番それらしい)		



17	

South	North	

HH202	

ショックの中心	

=>Feがガスphase(ダスト破壊)	

モチベーション	
星間ショックによってダストがどれくらい	
壊されるかに興味がある	
	
望遠鏡:	VLT	
観測天体:	Orion	nebula	のHH202	
																				(最も明るいHH天体)	



17の続き	

その他Abstractに書かれていたことなど	
・Fe,	Oのアバンダンスより、ショックのピークで57%のダストが破壊されている	
・酸素のdeple1on	factorは0.126	+/-	0.24	dex	

CEL:	衝突励起	
RL:	再結合線	
2つの方法で導出したアバンダンスが	
ショック領域で合わない	
=>熱的不均一性を考慮する必要がある	



18	

Herschel	を使ったRCW120のYSO及びそれに付随するクランプの研究	

やったこと	
データ:	Herschel	70,100,160,160,250,500μm	
↓	
コンパクトソース(YSO)や付随するクランプの
物理量を求めた	

35個のコンパクトソース	



18	
の続き	

Condensa1on	1:	highest	envelope,	low	evolu1onary	stage	
Condensa1on	2:	low	mass	envelope,	later	evolu1onary	stage	

進化段階はHii領域の距離によって決まっているわけではなく、	
Condensa1on	の密度(Mass)によって決まっている	



19	

3-Dの非理想MHD	simula1on	
-	若い中質量星の原始惑星系円盤	
-	シリケイトのhea1ng,	grain’s	sublima1on,	deposi1on	
-	温度と密度の時間依存性	
-	時間に依存しないオーム散逸	
-	複数の初期磁場	
						+擬似観測でどのように見えるか?(RADMAC3D)	

1AUの軌道(シリケイトの昇華フロント)にいる	
惑星の起源が知りたい	



19の続き	

結果(Abstractのものを中心に紹介)	

内側は音速の10%を超え
る乱流状態	

0.8AUより外側はdead	zone	
温度は1000Kより低い	

Dead	zoneの端で	
渦を形成する	

渦により非軸対象	
の影がout	diskに形成	

>2μm以上の波長で	
月スケールで数%の強
度変動が見られる	



20	

やったこと	
3-D	のSPHシミュレーションを行い、トロイダルな磁場が	
自己重力disk(スケールフリー)のfragmenta1onにどのように影響を与えるかを調べた	

使用したコード:	PHANTOM	(Price	&	Manghan	2004,b,2005)	

磁場なし	 磁場あり	

磁場がある場合、fragmenta1onを促進するスパイラルな密度波は生じにくい	
=>磁気圧が熱的圧力の1/10	(βp	=10)でもそうなる	



磁場が強い方が大きい	
分裂片が生じる	
=>磁場による圧力の増加	
				とMaxwell	stressによる	
				角運動量輸送のため	

磁場なし	 磁場あり	

20の続き	

磁場なし	 磁場あり	

semi-major		axisにおける	
分裂片の分布は磁場があ
る方が狭い範囲にいる	

その他	
・離心率と軌道のinclina1onに大きな違いは見られない	
・磁場があれば、fragmenta1on	の境界における冷却時間が2倍短い	


